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感谢仓表才表琨七子＠心理亿隄才石日中韓对照研究＊

崔 信淑＊＊

日本、中国、韩国是一衣带水的邻帮，自古以来有着悠久的友好

往来的历史这三个国家不但在文化方面有共同之处，而且在日常生

活习惯方面也很相近。但是，在不同的地理环境和文化背景之下， H

本人、中国人和韩国人又各自形成了自己独特的文化。

受到别人帮助时表示感谢是每个社会的最基本的生活常识。但，即

使在表示最基本的生活用语的时候，日本人、中国人和韩国人的表达

方式也存在很大的不同。

从笔者的留学经验来看也是如此。最初对日本人的致谢性礼貌语

感到很不习惯，特别是日本人在日常生活当中，常常使用歉意语来表

示感谢的致谢方法经常给留学生带来困惑和误解。至于如何正确使用

致谢性礼貌语直接影响人和人之间的关系，笔者认为这是由于各个国

家的文化、社会规范和价值观的不同而产生的结果。

就此，笔者对在同一场景下，三国人表达感谢时的语言行为差异

进行了调查。通过调查得出了以下几个重要结论。第一，表示感谢时，

日本人比中国人和韩国人使用致谢性语言的次数多。而且跟中国人和

韩国人相比，日本人爱用固定的致谢性语表示感谢。第二， H本人比

中国人和韩国人爱使用歉意语表示感谢，但是使用歉意语时的歉意的

程度却比中国人和韩国人弱。而且在本论所设定的场合当中，日本人

在所有的场合对所有的人都使用歉意语，但是中国人和韩国人是在给

别人添了很大麻烦时使用歉意语，给别人添的麻烦小时几乎不使用歉

意语还有对方是“老师＇或“母亲＇时，因为 H 中韩三国人对他们

的认识不同所以歉意语的使用程度出现了很大的差异。第三，在感

激对方的同时，也因给对方造成麻烦而感到歉意是日中韩三国人的共

＊感谢表示及其心理的日中韩对比研究 (1H 亿淑）
•• 人阪大学大学院；；品文化研究科博上倓期，，果程



4 感謝を表す表現とその心理に関する日中韓対照研究

同之姓。但是在不同社会里，人{fJ的表述方式却有根大的不同。第四，

日本人常逃拌使用歎意悟，首先和他イ［］的社会規苑与社会准則有根大

美系。他伯使用歎意悟吋，井不一定是表示真正的歎意，而是表班一

神謙虚和略表感謝的心情。但是中国人和直耗国人在表述感謝吋使用歎

意悟只是在不同拐合的不同心理的表班，是表班自己心情的一神手段。

以上，本詑具体地圃述了日中肺三国人在表示感謝吋的悟言差昇，

而且対感謝悟的表述方式起決定作用的社会因素也逃行了分析。

はじめに

相手から恩恵を受けた場合、感謝を表す表現として感謝表現や詫び表現を使用

するのは、日本語と中国語と韓国語において全く共通の現象であるようだが、実

際には言菜によって、感謝表現や詫び表現の使われ方や意味合いにはずれがある

と思われる。彰琵(1991)は、日本人が日常生活において頻繁に使用している「す

みません」などの詫び表現について「多くの中国人にとっては、小さいことに対

して言われる場合には度が過ぎた感じがするし、逆に大きなことに対しても、同

じ言葉で言われる場合にはかえって不親切、物足りないというマイナスの印象を

感じ、誤解を受けがちである」 (P170)と述べている。これは各国の人々におけ

る感謝行為は、それぞれの国の文化、社会規範や価値観などによってずれがある

からだと思われる。

そこで本研究では、日中韓における感謝を表わす表現の使用実態を調壺し、各

国における感謝を表す表現の使用を規定する社会的要因について考察を試みた。

2 先行研究とその問題点

2. l 先行研究

今までの先行研究において多く取り上げられているのは、日本語の感謝に多用

されている詫び表現である。これらの先行研究は大きく、日本語の感謝と詫びを

扱った研究（佐久間 (1983)、西原 (1994)、熊取谷 (1994)、生駒 (1993)、小川

(1995)等）と、感謝と詫びの対照言語学的比較を扱った研究（中田 (1989)、三宅

(1993、1994a、1994b)等）に分けて概観することが出来る。
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2. 2 先行研究の問題点

しかし、以上取り上げた先行研究は、本論文の観点から言えば、以下のような

不十分な点を指摘することができると考えられる。

(1) 今までの感謝を表す表現の対照研究のほとんどは、その恨用表現のみを取

り上げているだけで、それ以外の表現についてはほとんど言及していない。

(2) 先行研究におけるアンケート項目は、相手の設定と場面設定が統一されて

いない。

(3) 感謝と詫びの心理状態の調壺においては、ただ強いと弱いに分けているだ

けで、いったいどの程度の強さとどの程度の弱さであるかははっきりされて

いない 1)。

(4) 日本語における感謝に関する研究は、他の言語との比較も含め、かなりの

成果を収めているものの、これまでの研究には日韓の対照研究などはあるが、

日中及び日中韓の三カ国語を比較対照したものは見受けられない。

3 本研究の目的及び研究方法

3. 1 本研究の目的と本研究で扱う感謝

日本語と中国語と韓国語における感謝を表す表現の使用実態を調究することに

よって、それらの言語における感謝を表す表現の特質を明らかにすると同時に、

そのような表現の使用を規定する要因について解明を試みることを本研究の目的

とする。

そして本研究では、相手に何かしてもらった時の感謝、つまり相手にかけた負

担によって自分が利益を受けた時の感謝をその研究の対象とする。（従って、ウ

ェートレスが注文の料理を運んできてくれた時のような、相手が社会的役割の規

定する範囲内の当然のことをしてくれた時の感謝等は、本研究で扱う感謝に含め

ない。）

3.2 研究方法

本研究の研究方法としては、アンケート調壺法をとったが、調壺は質間紙を用

いて行った。質間紙では、 1)与えられた各状況において、被調査者が感謝の気

I)例えば三宅(1994b)等
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持ちを表すのにどのような表現を用いるかを自由回答形式で記述してもらい、 2)

それぞれの状況における心理状態を調査するために、感謝．詫び・挨拶• その他

の種類の心理を設定し、被調壺者に複数選択してもらった。

3.2. 1 被調査者と調査期間

1998年 8月から1998年10月にかけて、日本語・中国語・韓国語をそれぞれ母語

とする日本人・中国人・韓国人の大学生を対象にアンケート調査を行った。（詳

しくは表 1参照）

人 数 大学名 平均年齢 年齢の幅

日本人 30名（男15、女15) 関西地域の国公立大学 21.0歳 19歳ー25歳

中国人 30名（男15、女15) 大学生 中国人民大学（北京） 20.7歳 19歳ー22歳

27名（男12、女15)
W: 明大学（堤川）

19歳ー28歳韓国人 大学生 21.9歳
ハンドン大学（仁川）

表1 被調査者に関する情報

3. 2. 2 アンケート項目

アンケート項目としては、 5つの場面にそれぞれ6人の相手を合わせて設定し、

30のアンケート項目を作成した。詳しくは以下の通りである。

3. 2. 2. 1 相手設定

まず、相手を親疎の程度によって「ウチ」、「ソト」、「ヨソ」に分け、更にそれ

を上下関係（主に年齢的な上下関係）によって「目上」の人と自分とほほ同じ年代

の「同等」の人に分けて、以下の表2のよう 自身が設定した。これは三宅

(1994a)を参照にし、「ウチ」、「ソト」、「ヨソ」の概念に関しては、三宅(1994a)

を援用している叫

ゥ チ ソ 卜 ョ ソ

二IIt]年代：：：i,;~(麟） I lrr)l!~f~: ー：;~~~ と□□：；［い I;~ 二二ご二‘（ニ
表2 相手の設定

2)ウチ：身内又は関係が親密な人、ソト：親密ではないが自分に関係のある人、ヨソ：その場限
りの接触を持つ人
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3. 2. 2.2 場面設定

利益と負担の大中小の組合わせによって、 5つの場面を設定した。利益と負担

においては様々な種類（肉体的、精神的、経済的）があると思われるが、本研究で

は主に肉体的観点と経済的観点から利益と負担の大中小を捉えた。詳しくは以下

の通りである叫

場面 1: (コンタクト場面）うっかり落としてしまった片方のコンタクトを相手が一緒

に探して見つけてくれた。

場面2: a (チケット場面）うっかりして相手の所に忘れてきた飛行機のチケットを相

手が空港まで届けてくれた。 b(オートバイ場面）溝に落ちてしまったオート

バイを相手の人が手伝って出してくれた。

場面 3: (財布場面）地車を降りる時、財布（中には10万円入っている）の骰き忘れを教

えてもらった。

場面4: (松葉杖場面）足をくじいたので松葉杖をついて軍車に乗ったところ、相手の

人が席を譲ってくれた。

場面 5: (ハンカチ場面）ハンカチを落したのを教えてもらった。

以上を表 3にまとめて以下に示す。

利益
負担 大 中 小

大 場面2 場面 3

中 場面 l、場面4

小 場面5

表 3 場面設定の具体的な内容

3.2.2. 3 心理状態調査

感謝．詫び・挨拶• その他の種類を合せて設定し、複数選択してもらった。特

に感謝と詫びにおいては、それぞれ5段階の程度を合わせて設定した。（詳しく

は図］参照）

:l)粕神的な利益や負担は、人によって個人産が大きく、 i¥十り難いと思われるので、本研究では触
れないようにした。
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このように言った時のご自分の気持ちを以下から選択して0を付けてください（複数選択

も可）

1 ( )感謝（どの程度か最も近いものの数字を〇で囲んでください）

非常に弱い Iやや弱い

2
 

普通
--

3 

やや強い I非常に強い

4
 

5
 

2 ( )謝罪（どの程度か最も近いものの数字を0で囲んでください）

~I常に弱い I やや弱い ［ 普通 ［やや強い ［非常に強い

2
 

3
 

4
 

5
 

3 ( )挨拶（特に！感謝や詫びの気持ちはないが、挨拶として何か表したい）

4 ( )その他（ご自由に熊いてください）

図1 心理状態調査項目

4 結果と分析

4. 1 表現の分類と出現数

アンケート調査により得られた資料に基づいて、日中韓における言語表現をそ

れぞれ大きく「感謝表現」、「詫び表現」、「その他の表現」に分類したが、以下は

三宅(1994b)を参考に筆者が作成したものである°。

感謝表現：基本的に感謝のことばと考えられ、それぞれの言語において普段よく

使われている表現。

例 日本：ありがとう、助かった、サンキュー等9種類865回

中国：謝謝（ありがとうございます）、感謝（ありがとうございます）等 9種類

725回

翰国：社外習叶叶（ありがとうございます）、ユ甘合叶叶（ありがとうございま

す）等14種類835回

詫び表現：基本的に詫びのことばと考えられ、それぞれの言語において普段よく

使われている表現。

4)本研究では、三宅(1994b)の感謝表現及び詫ぴ表現の定義はそのまま援用しているものの、それ

ぞれの概念の指す範囲は三宅のと異なる。
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，
 例 日本：すみません、ご迷惑をかけました等 7種類420回

中国：不好意思（恥ずかしい、恐れ入ります）、麻煩了（迷惑をかけました）等 6

種類104回

韓国：口lせ習叶叶（すみません）、司舎習叶叶（申し訳ありません）等 6種類58
回

その他の表現：感謝表現にも詫び表現にも含まれない表現。（その他の表現の下位

分類は表4を参照）

日本人 中国人 韓国人

無くしたら 祢不来我可悠公亦了呪？ ユモ緑叶叫叫せ吾唱叶

相手又は
大変な所だ （あなたが来なかったら私 且（そのお金無くしたら大

った、全財 どうしたでしょう）、不然送 変なことになるところだっ
間題への

廂入ってい 介月喝西北凩了（じゃな たんだ）をス｝咆妥叫戌晉7-]
重要性

たんだ等 5 かったら私今月こ飯も食べ 吋l且 1(一人だったら無理
事態へ

種類14回 れなかった）等6種類13回 だったわ）等 7種類42回
の言及

気が付かな 不小心掠了（不注意で落と ス11フ｝立呈叫o]主旦ス｝叫刈

かった、う しました）、氾性不好（記 （私バイクの初心者なので）、
理由の説

っかりして 憶がよくない）等4種類 7 ス｝手嘔叶刈且（よく落ちま
明・弁明

いた等 2種 す）等 5種類 6回回

類4回

あほやね私、 我太粗心（私大雑把だか ス11フ｝咽せo]祖.o-J外（わたし

自沢
私鈍臭いや ら）、應我恙是忘末西（ほ 慌てていたから）、叫咽せ

ろう等 2種 ら、私っていつも忘れ物 吾卦（ほら、この私を）等

類3回 するんだ）等8種類28回 7種類 16回

今度から忘 下次・・・（次に・..)1種類12 叶告叶l-1=王付習冽l且（これ

れない、無 回 からは注意します）、蓋立豆

気持ち くさないよ 習咽召オl<これからはちゃ

の表明
決心

うにするわ んとします）等 3種類 8回

等 2種類8

回

自分の気
よかった、 太好了（よかった）、今天 吾唱せ吼烈c:J-(怖かった）、

持ちの表
うれしい等 迄気述好（今Hはついてい ス11フ｝習剋c1]叫lもト践叶且

8種類31回 る）等16種類24回 （私がやるのにどうしてした
出

んですか）等 12種類35回
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優しいな 祢哀好（あなたはいい人で 号入l吋叶o]:(やっぱりお母

相手をほ
1種類1回 すね）、作哀行（あなたは さんだ）、叶邑。訳咆フ｝スiせ

める
よくできたもんだ）等3種 スl正旦亘告C7](他の人だっ

類17回 たら持つて帰ったかも）等

II種類 15回

無 悠公不早告訴我（もっと早 叶琲 o]落lll唱喝フ1叫叶，吋

く言ってくれ）、不用悦瑚 叶甜毀叶（私こんなにお

了肥（感謝は要らないで ちょこちょいなのは母に似

~几-恒ii火火 しょう）等5種類6回 てしヽ るからかな）、人lヲlスl王

働きか
討合唱音叶卦L7](頼んで

け
もいないのにするなんて）

等 13種類 15回

ご飯でもお 下次消祢吃仮（次にごはん 斗外叫王習冽l・・・（食事でも

返恩 ごる等3種 でもおごる）等3種類6 一緒に…）等 18種類69回

類6回

気を付けて 辻祢我送公久了（時間取り o]落オlユ咽も｝入cjJ.-joj叫歪

相手への
帰ってくだ ました）、作走好（気をつ （こんなに迷惑をかけてどう

思いやり
さい、時間 けて帰ってください） 3種 しょう）、習三入l五（大変で

大丈夫等5 類3回 しょう） 10種類37回

種類10回

挨拶
そうだ等7 是（はい）等5種類8回 ユ叫l<そう）等18種類38回

種類36回

表4その他の表現の下位分類及びその具体例

4. 2 アンケート調査の結果とその分析

分析に当たっては主に、言語表現の平均使用回数、言語表現パターン、言語表

現使用時の心理という 3つの視点から分析を行った。 3つの分析の視点において

はまた、以下のようにそれぞれ相手ごとと場面ごとに分けて分析を試みた。

4.2. 1 日中韓における言語表現の平均使用回数

4. 2. 1. 1 言語表現の測定方法

まず本研究における言語表現の測定方法について述べるが、例えば一人の被調

究者が「すみません、ありがとう、これから気をつける」と言った場合、それぞ

れ詫び表現 1個、感謝表現 1個、その他の表現 1個に数えた。このように数えた
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言語表現数を被調査者の人数で割って、言語表現の平均使用回数とした。

4.2璽1.2 感謝表現の平均使用回数

全体として、日本人の感謝表現の平均使用回数は中国人と韓国人に比べ高かっ

た。日本人は0.96であるのに対し、中国人と韓国人はそれぞれ0.804と0.925であ

った。特に相手が「母」である場合、日本人の平均使用回数は0.68であるのに対

し、中国人と韓国人はそれぞれ0.246と0.32であった。中国人と韓国人は相手が

「母」である場合、主にその他の表現を使用し、また何も言わないと答えた人が

多かった。（詳しくは祖(1998)を参照。以下同様）

4. 2. 1. 3 詫び表現の平均使用回数

相手ごと場面ごととも日本人は中国人と韓国人に比べ、詫び表現を顕著に多く

使用している。そして図 9に見るように、日本人の詫び表現の使用は場面ごとよ

り相手ごとに差が大きく現れるが、中国人と韓国人の詫び表現の使用は場面ごと

に差が大きく現れる。

相手ごとに、日中韓とも相手が「先生」である場合、詫び表現を多く使用して

いる。具体的に a日本人は相手が「先生」と「ヨソ」の関係の人である場合詫び

表現を多く使用し、相手が「母」である場合詫び表現の使用が少ない。 b韓国人

は相手が「先生」と「1吐」である場合詫び表現を同程度多く使用している。 c中

国人は相手が「先生」である場合詫び表現を顕著に多く使用している。

場面ごとに、日中韓とも相手にかける負担の大きい場面に詫び表現を多く使用

1 2 
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07 
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0,5 

0.4 

見上見閂先生疎友 母鰻友

ヨソ ヨソ ソト ソト ウチウチ

目上同等目上閂等目上同等

戸ーコ忙ーU：口1人

図2 相手ごとに見る詫び表現の平均使用回数

・ 一
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口口ご王
場面2 場面4 場面1 湯面5 場面3

大（大）中（中）中（中）小（小）ヽlヽ（大）

負担（利益）

図3 場面ごとに見る詫び表現の平均使用回数
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している。しかし相手にかける負担が小さい場面においても日本人は詫び表現を

たくさん使用しているのに対し、中国人と韓国人はほとんど詫び表現を使用しな

い。（以上図 2と図3を参照）

4. 2. 1. 4 その他の表現の平均使用回数

全体として、日本人のその他の表現の使用回数が顕著に低く、韓国人のその他

の表現の使用回数が顕著に高い。そして日中韓とも相手が「ウチ」関係の人であ

る場合、その他の表現を多く使用している。具体的に、日本人は「自分の気持ち

の表出」の「ほんと」、「よかった」を圧倒的に多く (40%)使用し、中国人は「自

責」や「自分の気持ちの表出」を多く使用し、韓国人は「返恩」を多く使用して

いる。（以上表4と図4と図 5を参照）

1.2 
1.1 ,. 巡''"'

1 

0.9 

0、8

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0,3 

0.2 

0.1 Iニーパ
゜見上見閂先生疎友母親友ヨソヨソソト ソトウチウチ

目上閂等目上閂零目上閂等

1

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

 

0
 0
 0
 0

0

0

0

0

0

 

i

≫

>

>

↓

↓

＞

＞

9
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図4相手ごとに見るその他の表現の平均使用回数 図5場面ごとに見るその他の表現の平均使用回数

4.2.2 言語表現パターン

まず、言語表現パターンの数え方について述べるが、本研究では言語表現の重

複と順番に関係なく数えた。例えば、被調査者が「ありがとう」と答えた場合で

も、「ありがとう、サンキュー」と答えた場合でも、両方とも「感謝表現」パタ

ーンとして数えた。そして被調査者が「ありがとう、よかった、よかった」と答

えた場合、それは「感謝十その他」の表現パターンとして数えた。

図6に見るように、日本人は主に「感謝表現」パターンと「詫び表現の入っ

た」言語表現パターン（「詫び＋感謝」表現パターンが多い）を使用するのに対し、

中国人と韓国人は主に「感謝表現」パターンを使用し、「詫び表現」の入った言
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語表現パターンはあまり使用しない。このことからも日本人が詫び表現を多用す

る事実が顕著になっている。

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

回詫＋感＋他

liil詫＋感

国詫＋他

ii詫

ロ他

函感＋他

日 中 韓

図6 日中韓における言語表現パターン

4. 2. 3 言語表現時の心理

心理状態の調査においては主に、被調査者の感謝表現時と詫び表現時の心理状

態を調査するために、「詫び表現」パターンと 「詫び＋その他」の表現パターン

で答えた人の心理と「感謝表現」パターンで答えた人の心理について考察を試み、

以下の結果を得た。
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4. 2. 3. 1 「詫び表現」パターンと「詫び＋その他」の表現パターンで答えた人の

心理

(1) 相手ごとの心理

-
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図7 相手ごとに見る詫び表現時の感謝心理得点
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l 目上閂葛目上閂零日上閂専

図8 相手ごとに見る詫び表現時の詫び心理得点

全体として、日本人は主に感謝の心理を持っているが、中国人と韓国人は感謝

の心理程度と詫びの心理程度がほぼ同じである。また日本人の詫びの心理程度は

全体として、中国人と韓国人に比べ低い。具体的に a日本人は相手が「見知らぬ

目上の人」である場合詫びの心理程度が高く、相手が「親友」である場合詫びの

心理程度が低い。 b中国人は相手が「目上」の人である場合詫びの心理程度が高

く、相手が「同等」の人である場合詫びの心理程度が低い。 c韓国人は相手が

「先生」と「見知らぬ目上の人」である場合詫びの心理程度が高い。（図 7と図 8

を参照）

(2) 場面ごとの心理

場面ごとにおける日本人の詫びの心理程度は、全体として中国人と韓国人に比

べ低い。具体的な違いとしては、日本人は「場面3」（財布場面）等において、ほ

とんどの相手に詫び表現を使用するのにも関わらず詫びの心理はほとんど持って

いない(0.36)。しかし中国人と韓国人は「場面 3」においては、ほとんど「栂」

にだけ詫び表現を使用しているが、その時の詫びの心理程度は高い（それぞれ3.3

と4.5)。（詳しくは在(1998)と表 5を参照）



感謝の心理得点

H 本人

2.44(3.45) 

粗信淑

中国人

3.08(2.3) 

韓国人

3.01(2.0) 

詫びの心理得点 I 1.96(0.36) I 3.64(3.3) I 4.os(4.s) 

15 

表5 詫び表現時の日中韓の感謝と詫びの心理の得点（（）の中は場面3における感謝

と詫びの心理得点）

4. 2.3.2 「感謝表現」パターンで答えた人の心理

日中韓にはそれほど大きい差が見られなかったので、以下にまとめて報告する。

全体として、日中韓とも主に感謝の心理を持っている。具体的には、中国人の詫

びの心理程度に迎いが見られ、相手が「母」の時詫びの心理程度がもっとも高く、

また相手が「目上」の時「同等」の時より詫びの心理程度が高い。（表6を参照）

感謝の心理得点

日本人

3.97 

中国人

3.59 

韓国人

3.63 

詫びの心理得点 I o.s4 I 1.1 I 1.67 
表6 感謝表現時の日中韓の感謝と詫びの心理の得点

4.3 考察

以上本研究では、日中韓における感謝を表す表現と、そのような表現をする時

の心理状態について調壺したが、調究を通して以下のような点が明らかになった。

(1) 日本人は感謝を表す際、中国人と韓国人に比べ多くの表現を使用する（日本

人の言語表現の平均使用回数は1.63であるのに対し、中国人と韓国人はそれぞれ

1.16と1.47である）。

(2) 日本人はほとんど決まった形式の表現（本研究で扱う感謝表現、詫び表現）

を使用しているのに対し、中国人と韓国人は、その他の表現も多く使用し、表現

の仕方も豊富である。

特に相手が「母」である場合、日本人は主に感謝表現を使用しているのに対し、

中国人と韓国人は主にその他の表現を使用している。

(3) 言語表現パターンにおいて、中国人と韓国人は主に「感謝表現」パターン

を使用しているが、日本人は主に「感謝表現」パターンと「詫び表現」の入った

言語表現パターンを多く使用している。

(4) 感謝表現においては、日中韓ともそれほど違いが見られなかった。それは

感謝表現の表現パターンは日中韓とも決まって使用されているからだと思われる。
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(5) 日中韓で最も違いが見られたのは詫び表現においてである。全体として、 a

日本人は中国人と韓国人に比べ顕著に詫び表現を多く使用している。しかし詫び

表現使用時における詫びの心理程度は中国人と韓国人に比べ低い。 b日本語にお

ける詫び表現は全相手と場面に使用されているが、中国語と韓国語における詫び

表現は、相手にかける負担の大きい場面にだけ使用され、相手にかける負担の小

さい場面においてはほとんど使用されない。

次に各言語における詫び表現の使用状況と、詫びの心理程度の対応状況につい

て詳しく考察してみる（詳しくは図 9を参照）。 a日本人は相手が「見上」と「疎

友」である場合は詫ぴ表現と詫びの心理程度がほぼ一致しているが、相手が「先

生」 ・「見同」 ・「親友」の場合、詫びの心理程度は詫び表現の使用程度に比べ

低い。（本論文で使用している「見上」、「見同」、「疎友」などの概念に関しては表 2

を参照。以下同様）そして相手が「母」である場合、詫び表現の使用は少ないが、

詫ぴの心理程度は「親友」に比べ高い。 b中国人は「先生」にだけ詫び表現を多

く使用しているが、「先生」に対する詫びの心理程度も高い。そして相手が「母」

や「見上」の人である場合、詫び表現の使用は少ないが、詫ぴの心理程度は高い。

c韓国人は「先生」と「母」に対して詫び表現を多く使用しているが、「先生」

にだけ詫びの心理程度が高く、「母・」に対しては詫びの心理程度も感謝の心理程

度も低い。

以上のようなことから、日本語における詫び表現は、相手にかける利益や負担

の大小以上に相手との親疎・上下関係に関与し、「母」のような身内以外（「先生」

や「見知らぬ人」等）の人に多用され、多くの場合心理の直接的反映ではないこ

とが分る。それに比べ中国語と韓国語における詫び表現は、まず相手にかける負

担の大小に関係し、日本語のように感謝を表す表現として定倍しておらず、各場

面における被調査者の心理の直接的反映として使用されていると言えよう。

相手が「先生」と「母」である場合、日中韓における詫び表現の使用と詫びの

心理程度には大きな違いが見られた。日本において「先生」はただ自分と何らか

の関係を持つ目上の人にしか認識されていないのに対し、中国と韓国において

「先生」は常に尊敬すべきである特別な地位にある者として意識されているから

だと考えられる。これは中国と韓国における儒教思想の根深い影評だと考えられ、

興味深い。そして中国語と韓国語においては、相手にかける負担の小さい場面の

うち、「場面 3」（財布の場面）の「母」にだけ詫び表現が使用されている。これ

はうっかりして一ヵ月の生活費をなくしてしまいそうだった自分のミスを、母に
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許してもらいたい気持ちからの発言だと考えられるが、中国と韓国において、母

はいつでも絶対的な目上の存在として意識されているからである。しかし以上は、

大学生のみを対象に行なった今回の調査だけでは言い切れないので、今後更に調

壺が必要であろう。

日本人 中国人 韓国人

少 小 少小 少小

図9 日中韓における詫び表現の使用と詫びの心理程度

以上のことから日中韓における感謝を表す表現の使用はそれぞれ、一歩下がっ

た低い姿勢で取り組むことを評価する日本社会の社会的規範と、その場面その場

面に応じた自分の気持ちを表すことを優先とする中国・韓国社会の社会的規範、

深い偏教思想影評下の中国・韓国社会における「先生」に対する特別な位岡づけ

及び局に対する絶対的な目上滋識等によって規定されていることが分った。そし

てこのような違いによって、日中韓には常に桃敬(1991)で言及したような、相手

を「失礼」に思ったり、相手の言語表現を「物足りない」と思ったりするコミュ

ニケーションギャップが起こるのではないだろうか。

5 まとめ

本研究は、日中韓における感謝を表す表現とそのような表現の使用を規定する

社会的要因についての解明を目的に行ったものである。

研究を通して、日中韓における感謝を表す表現の仕方、及びそれぞれの表現を

使用する時の心理状態は異なっていることが明確になった。特に日本人の感謝を

表す表現の仕方は、中国人と韓国人に比べ大きく異なっていることが浮き彫りに
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なったが、これは日中韓における感謝を表す表現の使用を規定する社会的規範と

「先生」や「母」に対する意識の違いに起因するものであることが分った。そし

て本研究の結果からは、中国人と韓国人の差はあまり出てこなかったが、それは

中国語と韓国語においては、詫び表現が感謝を表す表現として定着されていない

からだと考えられる。しかし、感謝を表す表現の仕方は違っているものの、日中

韓とも感謝の気持ちと詫びの気持ちを持っていることが分った。

今後は更に社会言語学的に、質的に研究を深めていきたいと考えている。アン

ケート調壺においても、今回は大学生だけを対象にしたが、今後は社会人も考慰

に入れて、被調究者を年代別、性別等に分けて調査する予定である。そして生の

データを採集し、より一層被調査者の心理状態を把握するために、インタビュー

等も行って幅広く深い分析を進めていくつもりである。
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